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会 長　尾池　一仁

年 頭 に あ た っ て

　新年　あけましておめでとうございます。
　会員をはじめ、関係機関の皆様には本会の事業推進にあたり格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上
げます。
　昨年は、新興国の成長鈍化や原油安などに対する懸念にはじまり、英国の EU 離脱、トランプ・ショックと
いった国際経済に影響を与える大きな出来事があり、国内ではマイナス金利政策の導入などもあって為替や
株式の相場が激しく変動しました。また、熊本地震の発生や北海道と東北を襲った台風は、地域の産業経済や
住民生活に深い爪痕を残すなど、グローバル経済の問題や気候変動に伴う災害リスクを痛感させられた一年
でした。
　一方、道民が待ち望んだ北海道新幹線は予想を上回る乗車率で函館市を中心に開業効果が認められ、道内へ
の外国人観光客も引き続き増加しており、関連する産業分野は好調さを増しています。
　そして迎えた平成29年は、地域や中小企業全体にはいま一つ景気回復感が得られず、近い将来の消費税率
引き上げや TPP の影響など不透明感はぬぐえないものの、好調な観光や全国的に見て優位にある食・農業の
分野が核となって幅広く本道経済が活性化することを期待するところであります。
　また、本会が事務局を担っている「ものづくり補助金」事業も連続して5年目となり、革新的な取組の成果が
道内各地で拡大しはじめています。さらに、官民をあげた運動が本格化している冬季オリンピック・パラリン
ピックの招致は、経済活性化の起爆剤になるものと思います。
　このような状況にあって、本会は中小企業・小規模事業者に共通する課題を解決していくためには、相互扶
助の精神のもとに連携し、組織の力を活かした取組を行うことがいっそう有効であることを確信しながら、こ
れからも連携組織の専門支援機関として事業を推進してまいります。
　昨年12月には道から事業を受託し、「ほっかいどう働き方改革支援センター」を開設しました。「一億総活躍
社会」をめざし政府が推進しようとする「働き方改革」は、長時間労働の是正や同一労働同一賃金の実現などに
より、女性や高齢者、若者の活躍する機会を拡大するとともに、企業の人手不足の解消、人材の確保・定着につ
ながり、事業活動を円滑化させるものであります。
　こうした事業をはじめとして、本会は今年も多様化するニーズを敏感に捉えて会員をはじめ、道内の中小企
業・小規模事業者の皆様のお役にたてるよう役職員一同努めてまいります。
　相変わりませぬご支援、ご協力をお願いするとともに、新しい年が皆様にとりまして実り多き一年となりま
すよう心よりお祈り申し上げ、年頭のご挨拶といたします。
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